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　 ＼ メロン・カフェ ／

【開催日】毎月第３土曜日の 14：00〜15：30
【場　所】湯の町メロン苑
【参加費】100 円（飲み物とお菓子付）

予約不要ですので気軽に参加してみてください！

話し相手ボランティア
会員募集！

　話し相手ボランティアとして一 緒に活動して
くれる仲 間を募 集しています。障 がい 者や高
齢者施設で利用者に寄り添いながら、話し相
手になるボランティアです。
　活動する頻 度や日程・施 設 等は、皆さんの
ご希望を聞いて調整します。
　ご興味のある方は、下記の問い合わせ先ま
でご連絡ください。皆さまのご応募をお待ちし
ています。

【問い合わせ先】
話し相手ボランティア　代表　宇野 なみ江
TEL　７３ー３１３２

配食ボランティア募集！

　あわら市社会福祉協議会では、毎週水曜日
に一人暮らし高齢 者等の世帯へ昼食のお弁当
を届けるボランティアを募集しています。
活動時間は午前 11 時から 12 時頃まです。特
に旧芦原町 方面で活動できる方のご応 募をお
待ちしています。

【問い合わせ先】
あわら市社会福祉協議会　地域支援グループ
TEL　７３－２２５３

サロンや福祉委員会に関するお問い合わせは あわら市社会福祉協議会 地域支援グループ ☎７３－２２５３まで

　よ
う
や
く
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の

日
常
生
活
に
戻
り
つ
つ
あ
り
︑

サ
ロ
ン
や
福
祉
委
員
会
活
動
が

地
域
で
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
︒
各
区
の
活
動

を
参
考
に
︑
ぜ
ひ
お
住
ま
い
の

地
域
で
も
取
り
組
み
を
お
願
い

し
ま
す
︒

コロナ禍明けの地域の集いの場

指中区

御鷹区

後山区

　健康体操のＤＶＤを見たり、お菓子を食
べながら談笑したりしたあとは、ワナゲで
体を動かしました。

　見守り防災マップづくりに取り組んでい
る様子です。災害時に、区内で支援が必要
な世帯の情報を共有したり、一時避難所や
避難ルートの検討をしました。

　コロナ禍でしばらく中止していた調理
教室を行い、久しぶりに皆さんで食事を
しながら談笑する時間を過ごしました。
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① 介護保険収入 585,760
② 措置費収入 124,841

③ 受託金収入など 26,590
④ 前期繰越活動収支差額 38,381
合　計 775,572

（単位：千円）
① 人件費支出 478,377
② 事務費支出 94,329
③ 事業費支出 125,751

④ その他の支出 58,615
⑤ 拠点区分館繰入金支出 18,500
合　計 775,572

（単位：千円）

　令和４年度は前年以上に新型コロナウイルスの感染拡大の影響を大きく受
け各部署で感染者が発生する状況となり、一部のサービスを休業して人員を
確保せざるを得ない状況になりました。また、燃料費の高騰や備品の老朽化
により施設管理にかかる経費が大きく増加しました。

金津雲雀ヶ丘寮部門

収 入 支 出

安定したサービスを提供するために

かいご  を支える３つの事業

1

　ハローワークでの求人以外に
も、就職説明会や専門学校・高
校への募集活動、人材紹介会社
の活用等を行いましたが、人員
の補充には至りませんでした。
　人材の定着化を図るため人事
評価制度を見直し、職員の仕事
に対する意欲の向上を目指しま
した。

人材の確保と定着化
不測の事態に備えて

2

　新型コロナウイルス等の感染
症発生時及び自然災害発生時に
おける事業継続計画（ＢＣＰ）を
策定し、各部署における対応を
共有することができました。引き
続き新型コロナウイルス感染症
対応の経験を活かした事業継続
計画の見直しや訓練計画の策定
に取り組む予定です。

ＢＣＰの改訂
業務の効率化のために

3

　介護サービスの人材が不足し
ている中で、業務の負担軽減と
効率化を図るため、ＩＣＴの導入
の必要性を強く感じていますが、
新型コロナウイルス感染症への
対応が長引いた影響で、思うよ
うに取り組むことができません
でした。
　今年度も引き続き導入をすす
めてまいります。

ＩＣＴの導入

　より詳しい事業報告
と決算を知りたい方は
本会ホームページに掲
載していますので、そ
ちらをご覧ください。
下の二次元コードから
読み取れます。

①
61.7%②

12.2%

③
16.2%

④
7.5%

2.4%

⑤

①
75.5%

②
16.1%

③ ④
3.4%

5.0%

地域のつながりをつくるために

令和４年度

事
業
報
告

決
算

　あわら市社会福祉協議会の事業は、いきいきテラスいちひめ内に事務局を置く法人本部（主に
地域福祉事業）と、金津雲雀ヶ丘寮（主に介護保険事業）の２つの部門に分かれています。本誌
では、皆さまにそれぞれの事業内容をより知っていただくため、部門ごとに事業報告と決算を掲載
します。

　長引く新型コロナウイルス感染症の影響を受け、地域のつながりの希薄化や収
入減少による生活困窮世帯の増加などの課題に対応するため、感染症の動向をみ
ながら内容等を変更して事業に取り組みました。

法人本部部門

ふくし  を支える３つの事業

1

　コロナ禍で弱くなっている住
民同士のネットワークを再構築
するため、福祉懇談会や福祉推
進員交流会等を開催し、地域の
つながりづくりの必要性につい
て啓発を行いました。また、各行
政区が主催する福祉委員会やサ
ロン活動への助成を行い、未実
施区には説明会を開催するなど、
地域住民活動への支援を行いま
した。

地域住民活動への支援

収 入 支 出

多様な相談に対応するために
2

　令和２年度に始まった生活福
祉資金の緊急小口資金特例貸付
の申請受付や相談対応を通して、
相談者一人ひとりに向き合い生
活を支援しました。この支援を
通して浮かび上がってきた福祉
課題には、社会的孤立の状態に
あっても自ら助けてと声をあげ
にくいケースが多く、幅広い関係
機関と連携して相談支援を行い
ました。

相談支援体制の強化
業務の効率化のために

3

　老朽化したパソコンや通信シ
ステムの更新と会計システムのク
ラウド化を進める予定でしたが、
職員数の減少等により整備が遅
れました。
　老人福祉センターの利用拡大
については感染症の動向をみな
がら利用日の増加を目指しまし
たが、年度内に２度の大規模な
感染拡大があったことから、実
施できませんでした。

事務システムのICT化

① 会費収入 5,710
② 補助金収入 32,771
③ 受託金収入 41,890
④ 共同募金配分金収入 6,098

⑤ その他の収入 6,216
⑥ 拠点区分館繰入金収入 18,500
⑦ 前期繰越活動収支差額 929
合　計 112,114

（単位：千円）
① 人件費支出 82,290
② 事務費支出 13,687
③ 事業費支出 6,271

④ 助成金支出 3,756
⑤ その他の支出 6,110
合　計 112,114

（単位：千円）

①
73.4%

②
12.2%

5.6%

3.4% 5.4%

③
④

⑤①
5.1%

②
29.2%

③
37.4%

④5.4%

⑤5.6%

⑥
16.5%

⑦0.8%
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相談者一人ひとりに向き合い生
活を支援しました。この支援を
通して浮かび上がってきた福祉
課題には、社会的孤立の状態に
あっても自ら助けてと声をあげ
にくいケースが多く、幅広い関係
機関と連携して相談支援を行い
ました。

相談支援体制の強化
業務の効率化のために

3

　老朽化したパソコンや通信シ
ステムの更新と会計システムのク
ラウド化を進める予定でしたが、
職員数の減少等により整備が遅
れました。
　老人福祉センターの利用拡大
については感染症の動向をみな
がら利用日の増加を目指しまし
たが、年度内に２度の大規模な
感染拡大があったことから、実
施できませんでした。

事務システムのICT化

① 会費収入 5,710
② 補助金収入 32,771
③ 受託金収入 41,890
④ 共同募金配分金収入 6,098

⑤ その他の収入 6,216
⑥ 拠点区分館繰入金収入 18,500
⑦ 前期繰越活動収支差額 929
合　計 112,114

（単位：千円）
① 人件費支出 82,290
② 事務費支出 13,687
③ 事業費支出 6,271

④ 助成金支出 3,756
⑤ その他の支出 6,110
合　計 112,114

（単位：千円）

①
73.4%

②
12.2%

5.6%

3.4% 5.4%

③
④

⑤①
5.1%

②
29.2%

③
37.4%

④5.4%

⑤5.6%

⑥
16.5%

⑦0.8%
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「地域が変われば子どもの未来が変わる！

　～おせっかいでつながる地域の居場所づくり～」

【主催】 （福）あわら市社会福祉協議会

【後援】 あわら市、あわら市教育委員会、（福）福井県社会福祉協議会、（株）福井新聞社
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。

講師　栗林 知絵子 氏

　認定ＮＰＯ法人豊島子どもＷＡＫＵＷＡＫＵネットワーク理事長。２００４年より池袋本町プ

レーパークの運営に携わり地域活動を始める。自他共に認める「おせっかいおばさん」である。

　地域の子どもを地域で見守り育てるために、プレーパーク、無料学習支援、子ども食堂など、

子どもの居場所を介し、子どもと家庭を伴走的に支援している。

フードドライブに
もっていこう！

フードドライブとは？

日時

場所

2023年
９月２日（土）９：30～12：00

※第20回あわら市社会福祉大会フードドライブコーナーにて

あわら市 中央公民館

食べないけど捨てるにはもったいない…。それなら！

　家庭で余っている食品を持ち寄り、生活に困って
いる世帯や子ども食堂などに寄付する活動です。
　あわら市社協では、これまで多くの方から食品
の寄付をいただき、困っている方への支援を行っ
てきました。食品を届けた方からは「助かってい
ます」「ありがとうございます」という声をいた
だいています。
　フードドライブは「もったいない」を「ありが
とう」に変える、誰でも気軽にできる支え合いの
取り組みです。ぜひこの機会にご協力ください。

寄付していただきたいもの

・カップ麺　・レトルト食品
・缶詰　　　・インスタント食品

※いずれも賞味期限が１か月程度
残っている食品。開封しているも
のや生鮮食品はご遠慮ください。

あ わ ら 市 商 工 会 女 性 部

一人ひとりの少しの行動が大きな力に

わ た し た ち も 取 り 組 ん で い ま す ！

　コロナの影響であわら市でも経済的に困っている世帯が多いと聞き、私たち

も地域の役に立てることはないかと考え、フードドライブに取り組んでいます。

　昨年、３年ぶりに開催した商工フェスタではフードドライブのコーナーを設

けました。自分たちで作成したフードドライブ実施店舗のマップを配付し、集

まった食品を社協に届けました。

　この活動が地域に広がるように、これからも人と人、人とまちがつながる活

動をすすめていきたいと思っています。

7月26日 あわら市商工会女性部様からご寄付いただきました。
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社協からのお知らせ
・ ───────────────────────────────────── ・

災害福祉活動に関する相互連携協定の締結について

　 災害 時 の 福 祉 活 動 に備えて、あ わら

市・あわら三国ライオンズクラブ・あわら

市社会福祉協議会の三者による連携協定

を締結する運びとなり、６月27日にあわら

市役所で調印式が執り行われました。

　あわら市内で災害が発生した際には、

市が行う災害福祉活動や、社協が立ち上

げる災害ボランティアセンターに対して、

ライオンズクラブから人的支援や資金・

物品の提供をしていただきます。

　「災害に強いまちづくり」の実現を目指

して、今後とも相互の連携に取り組んでま

いります。

寄付・寄贈ありがとうございました
令和５年６月１日〜令和５年７月31日受付分

月～金 9：00〜17：00
会場：いきいきテラス
　　　いちひめ

20日㈬ 13：00〜16：00
会場：いきいきテラス
　　　いちひめ

11日㈪ 13：30〜15：30
25日㈪ 13：30〜15：30
会場：いきいきテラス
　　　いちひめ

月～金 9：00〜17：00
会場：いきいきテラス
　　　いちひめ

16日㈪ 13：00〜16：00
会場：湯のまち公民館
　　　

23日㈪ 13：30〜15：30
会場：いきいきテラス
　　　いちひめ

９月 ９月 ９月

10月 10月 10月

インスタグラム フェイスブック 　ツイッター（X）

ホームページ

誰かに悩みを聞いてほしい

心配ごと相談
気軽に弁護士に相談できます

無料法律相談
素敵なお相手探しに

結婚相談

ひとりで悩まないで、まずは相談してみよう

発  行
  社会福祉法人 あわら市社会福祉協議会 

〒919-0621　あ わ ら 市 市 姫 二 丁 目 31 番 6 号 
TEL  0776–73–2253　FAX  0776–73–4542

　　匿名　様	 3,000円
　　匿名　様	 10,000円

　心よりお礼申し上げます。

　第 20 回あわら市社会福祉大会の日程と内容
が決まりました！ コロナ禍では感染対策のた
め福祉映画を上映していましたが、今年は久
しぶりに遠方から講師をお招きします。講師
の栗林さんは子どもの居場所づくりに精力的
に活動している方です。ぜひ多くの皆さまに足
を運んでいただけたらと思います。

---------------------------------------------------------------

---------------------------------------------------------------

---------------------------------------------------------------

---------------------------------------------------------------

---------------------------------------------------------------

---------------------------------------------------------------

編 集 後 記

＼SNSで ＃あわらのふくし	発信中。フォロー・いいね！お願いします／

あわら市社会福祉協議会
マスコットキャラクター
はるちゃん

この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています。

※要予約（☎73-2253） ※要予約（☎73-2253）
※相談時間は一人20分です

8ひだまり　vol.117


